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研究報告書 

 

腸内細菌については、腸管リンパ組織内部に共生するアルカリゲネスの菌体成分である

LPSならびにその活性中心であるリピドAに着目した研究から、アルカリゲネスLPSや

リピドAは過剰な炎症を誘導せず適度な免疫の活性化が可能なこと、そのため例えば経

鼻ワクチンやインフルエンザ桿菌に対するワクチンにおいて優れたアジュバント効果を

発揮することを見いだした。 

また食事成分については、油に着目した研究から食物アレルギーを抑制する油として同

定した亜麻仁油を起点にし、腸内細菌依存的に産生されるω３脂肪酸代謝物である

αKetoAを同定し、αKetoAがマクロファージの活性化を抑制することでアレルギー性皮

膚炎や糖尿病に対し予防・改善効果を示すことを動物モデルを用いて示した。 

これらは腸内細菌や食事を介した免疫制御と生体防御・炎症・アレルギーに関する分子、

細胞、個体の各レベルでメカニズムを提唱した独創的な研究成果となる。 

 

 


